
















































































































































































男（比率） 女 男 女 男 女
はい 6（20.7） 9（20.9） 10（34.5） 15（34.9） 8（27.6） 24（55.8）
いいえ 17（58.6） 27（62.8） 7（24.1） 10（23.3） 15（51.7） 15（34.9）
その他 6（20.7） 7（16.3） 12（41.4） 18（41.9） 6（20.7） 4（9.3）
※研修会資料より抜粋し，筆者が改変
表 1　家庭の実態調査の集計結果（回答者：男子 29 名，女子 43 名）
表 2　子ども自身の行動の変化についての集計結果（回答者：男子 29 名，女子 40 名）






男（比率） 女 男 女 男 女
そう思う 2（6.9） 1（2.5） 8（27.6） 2（5.0） 8（27.6） 2（5.0）
ややそう思う 20（69.0） 22（55.0 10（34.5） 17（42.5） 10（34.5） 9（22.5）
思わない 7（24.1） 17（42.5） 11（37.9） 21（52.5） 11（37.9） 29（72.5）
　




男 女 男 女 男 女
そう思う 1（3.4） 0（0） 5（17.2） 2（5.0） 6（20.7） 8（20.0）
ややそう思う 12（41.4） 9（22.5） 7 （24.1） 16 （40.0） 16 （55.2） 15 （37.5）
思わない 16（55.2） 31（77.5） 17 （58.6） 22 （55.0） 7 （24.1） 17 （42.5）






男 女 男 女 男 女
そう思う 0（0） 4（10.0） 7（24.1） 7（17.5） 0（0） 10（25.0）
ややそう思う 2（6.9） 8（20.0） 10（34.5） 11（27.5 2（6.9） 7（17.5）




































































































































































表 3　構造度の違いによる臨床上の諸現象（磯邉 ,2004 より）
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相談頻度 【随時】
・フットワークの軽い対応が可能
・お互いの都合のよい時を臨機応変に設定できる
・逆にお互いの都合が合わないこともある
・相談が頻回になると援助者に負担感が生じる
こともある
・どちらかに抵抗が生じると，間隔が開いてし
まう，抵抗が扱いにくい
・次回を「待ち」，葛藤をしばらく「抱える」
必要がない，あるいはその姿勢が育ちにくい
【例えば「週 1 回，○曜日の△時から」と固定】
・ケースマネージが可能
・必ず「次回」が訪れる。そのために，抵抗や
転移を積極的に扱うことができる
・相談日を浮標とした心のリズムができる
・次回を「待ち」，葛藤を「抱え持つ」必要が
あるあるいはその姿勢が育ちやすい
・日常的に顔を合わせるのに相談できない不自
然さ
方法 【同じ被援助者に指示・助言・傾聴等使い分ける】
・その時々にあった援助が即座にできる
・被援助者は「欲しい」援助が受けられる
・一貫し安定した援助者イメージが被援助者に
育ちにくいことがある
【できるだけ同じ姿勢で関わる】
・被援助者の内界に安定した援助者イメージが
内在化される
・被援助者が欲しい答えが得られないこともある
・お互いが「もどかしい」思いをすることがある
